
教材「三重の文化」 

活用授業例 

平成２４年１１月１６日（金） 

教材「三重の文化」活用授業実践推進会議作成 

国語、社会科（地理的分野・歴史的分野・公民的分野） 
理科、技術・家庭科（家庭分野） 



教材「三重の文化」活用授業実践推進会議開催要項 
 
 １ 趣旨 
    県内の全公立中学校において、教材「三重の文化」を活用した授業実践の交流、   
   成果の普及を図ることにより、中学校の国語科、社会科、理科、技術・家庭科、  
   総合的な学習の時間等における教材「三重の文化」の活用を推進する。 
     
 ２ 主催 
    三重県教育委員会 
 
 ３ 協議内容 
   ・教材「三重の文化」を活用した郷土教育に関わる授業実践の取組の現状と課題   
    について 
   ・教材「三重の文化」を活用した具体的な授業の構成について 
   ・平成２５年度の取組について 
   
 ４ 出席者 
   ・三重大学教育学部  永田 成文 教授 
   ・市町等教育委員会郷土教育担当者及び教職員代表者 
   ・三重県教育委員会事務局担当者 
 
 ５ 会議の開催 
    会議は年間１回開催するものとする。（平成２４年度開催） 
 



分野 単元（題材） 本時のテーマ

奥の細道 俳句と松尾芭蕉
伝統的な言語文化

詩歌
地理的分野① 日本の諸地域 中部地方 三重のお茶伊勢茶

地理的分野② 日本の諸地域 近畿地方 京阪神と私たちの三重県

地理的分野③ 日本の諸地域 中部地方 三重にみられる二つの工業

地理的分野④ 日本の諸地域 近畿地方 環境に配慮した近畿地方の農林水産業

歴史的分野① 室町幕府と下剋上 室町文化の広がり

歴史的分野② 産業や交通の発達と幕府政治の変化 農業や諸産業の発達

歴史的分野③ 社会の変動や欧米諸国の接近 外国船の接近と幕府の衰退
近世の日本　江戸時代（Ⅱ）

歴史的分野④ 第一次世界大戦と戦後の世界 世界大戦の終結と平和への動き

公民的分野 わたしたちの生活と文化 くらしに生きる三重の伝統文化

第２分野 大地は語る 大地の変化を推測しよう

家庭分野 食生活と自立 三重の食文化

教材「三重の文化」を活用した授業構成案作成一覧　　　　　　

近代の日本と世界　二度の世界大戦と日本

近世の日本　江戸時代（Ⅰ）

中世の日本 民衆の成長

理科 大地の成り立ちと変化
ミエゾウ、マコモ、那智黒石、篠立の風穴

月出の中央構造線

技 術
家 庭 食生活と自立地域の食文化

さんま寿司、熊野灘とさんま寿司、押し寿司、
三重ブランド、三重のお雑煮

社会 尾崎行雄（咢堂）

社会 私たちと現代社会
【伝統工芸】四日市萬古焼、鈴鹿墨、伊勢型紙、伊勢根付、伊賀くみひも、伊賀焼など

【年中行事】竈方行事、麻加江かんこ踊り、松明調進行事など

社会 松尾芭蕉、本居宣長、
大黒屋光太夫 七里の渡跡、松阪商人と松阪木綿、河村瑞賢

社会 松阪商人と松阪木綿、　本居宣長 大黒屋光太夫

社会 (エ）環境問題や環境保全を
中核とした考察

尾鷲ヒノキ、亀山宿から関宿、伊勢えび
志摩水道

社会 田丸城跡、北畠氏城館跡、大台町における北畠氏 観阿弥創座の地

社会 （イ）歴史を中核とした考察
亀山宿から関宿へ、三重県の歴史街道、

伊勢神宮、伝統工芸
液晶テレビ工場、三重の歴史街道

【伝統工業】四日市萬古焼、鈴鹿墨、伊勢型紙、伊勢根付、伊賀くみひも、伊賀焼、

社会 （ウ）産業を中核とした考察
四日市港、石油化学コンビナート、電力の町川越、

自動車産業、液晶テレビ工場

国語 松尾芭蕉

社会 (ア）自然環境を中核とした
考察

木曽三水と治水
輪中

お茶栽培（伊勢茶）、大台茶、三重のお茶伊勢茶

教科
内容 この単元（題材）で扱う教材「三重の文化」の題材例 本時において中心的に扱う教材「三重の文化」の題材

教材「三重の文化」を活用した授業案作成一覧 



国 語 

単元名：おくのほそ道      

本時の内容：芭蕉と俳句 

関連する箇所：松尾芭蕉【P72】 

【本時のねらい】  

・歴史的背景を想像しながら「おくのほそ道」      

 を読み、作者のものの見方や感じ方を読み取る。 

・語句の効果的な使い方や表現のしかた、文体の特 

 徴に注意して読み味わい、古典に親しむ。 
 

 



【活用のポイント】 
教材「三重の文化」の本文（Ｐ７２）
を読んで、教科書で取り扱われている
教材と郷土とのつながり等について、
より詳しい情報を読み取り、興味・関
心を深める。 

活 用 



社会科地理的分野① 

単元名：日本の諸地域 中部地方      

本時の内容：三重のお茶伊勢茶 

関連する箇所：お茶栽培（伊勢茶）【P15】  

       大台茶、三重のお茶伊勢茶【P50】 
 【本時のねらい】  

・お茶栽培を通じて、地域の地形や気候などの自然 

 環境と農業の発達との関係について考え、地域の 

 産業に対する興味を高め、その特色を理解させる。 



【活用のポイント】 
教材「三重の文化」に掲載されている写真
（Ｐ５０）を活用し、情報を読み取る学習
活動を取り入れ、思考を促す。 

活用と関連
する作業 

発問 

【活用のポイント】 
写真を補助資料として、地形図
の読解を促す。また、地形図か
ら読み取った情報を確認する資
料として活用する。 

活 用 



「売れるため
の工夫」につ
い て の 討 論 

【活用のポイント】 
教材「三重の文化」の本文やコラムな
どを活用し、事実の確認や検証を行う。 

活 用 



社会科地理的分野② 
単元名：日本の諸地域 近畿地方          
本時の内容：京阪神と私たちの三重県 

関連する箇所：液晶テレビ工場【P29】 
          大台茶、三重のお茶伊勢茶【P50】 
 

【本時のねらい】  

・近畿地方の都市の交通や産業が発達してきたよう 

 すをとらえ、その歴史的背景を理解することがで 

 きる。 



【教科書の資料からの読み取り】 
阪神工業地帯 
 大阪・神戸中心に発達 
戦前…せんい工業 
戦後…製鉄・石油化学工業 
   兵庫・和歌山の臨海部へ拡大 
   電気機械・自動車部品など  
   京都・奈良・滋賀へ拡大 
 
    

【活用のポイント】 
教科書の資料からの読み取ったことをもと
に、教材「三重の文化」の資料を活用して
教科書の学習内容を深化・発展させる。 

伊勢湾沿岸に臨海型の工業が発達している
一方で、東名阪自動車道、名阪国道沿いに
内陸型の工業地域が広域化しているようす
が理解させる。 

亀山市の液晶テレビ工 
場を例に、内陸型の工 
業が進出している理由 
を交通の発達をはじめ 
とした多様な視点から 
理解させる。 
 活 用 



社会科地理的分野③ 
単元名：日本の諸地域 中部地方      
本時の内容：三重にみられる二つの工業 
関連する箇所：石油化学コンビナート【P17】  
       液晶テレビ工場【P29】 
 
 【本時のねらい】  

・三重県の北部に発達している工業を成立させてい 

 る地理的諸条件について考え、地域に果たす産業 

 の役割について理解する。 



【活用のポイント】 
 
 
 
 
 
 
 
教材「三重の文化」に掲載されている２枚の写
真を比較することから、臨海型の工業と内陸型
の工業の特徴を確認する。 

【活用のポイント】 
教材「三重の文化」の掲載内容をさらに発展さ
せた発問を組み合わせ、調べ学習や話し合い活
動を通じて、深化させる。 
     

教材「三重の文化」 
を活用したクイズによ
る導入 

活 用 

活 用 



社会科地理的分野④ 
単元名：日本の諸地域 近畿地方     

本時の内容：環境に配慮した近畿地方の農林水産業 

関連する箇所：尾鷲ヒノキ【P79】 

【本時のねらい】  

・近畿地方の林業や農業・漁業の特色に関心をもち、 

 環境保全に関わる課題について考察し、その内容 

 を理解する。 



パンフレット等の資料 

【活用のポイント】 
教材「三重の文化」を本時の学習のまとめ
として活用し、相乗効果を得る。 

テ レ ビ 番 組 の 録 画 
や 教 材 用 Ｄ Ｖ Ｄ 等 

＋ 

＋ 

活 用 



社会科歴史的分野① 
単元名：室町幕府と下剋上        

本時の内容：室町文化の広がり 

関連する箇所：観阿弥創座の地【P79】 
            北畠氏城館跡【P33】 

 
【本時のねらい】  

・代表的な事例を取り上げて、室町時代の文化の特 

 色を理解する。 

・この時代に生まれた文化で現代に受け継がれてい 

 るものに関心を持つ。 



【活用のポイント】 
教材「三重の文化」の本文や写真で、教科
書の記述内容や用語の確認をする。 

教科書の
記述内容 

       貴族や武家が愛好していた 

       猿楽や田楽などの芸能は、観

阿弥・世阿弥親子が能として大成… 

「新しい社会歴史」（東京書籍） 

教科書の
記述内容       枯山水とよばれる技法で 

つくられた石庭です。庭石の裏には、庭

づくりの川原者であった二人の名が刻

まれています。 

                      「中学社会歴史的分野」（日本文教出版） 

枯山水のある築山⇒ 
（北畠氏城館跡庭園） 

活 用 

活 用 



社会科歴史的分野② 

単元名：産業や交通の発達と幕府政治の変化      
本時の内容：農業や諸産業の発達 

関連する箇所：松阪商人と松阪木綿【P40】 

 

【本時のねらい】 

・身近な地域の事例をもとに、農業をはじめとする  

 諸産業の発達の様子を理解させ、それらが発達し  

 た理由を考えさせる。  



実 物 資 料 の 提 示 

＋ 

【活用のポイント】 
教科書の資料→実物資料→教材「三重の文
化」という流れにより、日本全体の歴史の
流れを地域の歴史と関連づける。 

＋ 

教 科 書 の 資 料 

活 用 



社会科歴史的分野③ 

単元名：社会の変動や欧米諸国の接近 

本時の内容：外国船の接近と幕府の衰退 

関連する箇所：大黒屋光太夫【P26】 

 

 【本時のねらい】  

・江戸時代後半に外国船が接近してきたことに対し、 

 幕府が北方の調査を命じたり、打払令を出したり 

 したことに気づかせる。 



【活用のポイント】 
教材「三重の文化」の写真の一部（ロシア皇帝
エカテリーナ2世から下賜された金印）を隠す
ことにより、視点を集中させ、思考を深める。 

活 用 



社会科歴史的分野④ 

単元名：第一次世界大戦と戦後の世界     

本時の内容：世界大戦の終結と平和への動き 

関連する箇所：尾崎行雄（咢堂）【P54】 

 

 【本時のねらい】  

・第一次世界大戦にかかわる世界の動きと日本の関 

 連や、大戦後の国際平和に向けてどのような努力 

 がなされたのかを考えることができる。 



【活用のポイント】 
尾崎行雄の生涯を通じて、日本の近
現代史の流れをまとめる。 

【活用のポイント】 
「三重県 心のノート（中学校版）」を活
用し、尾崎行雄の逸話や語録を取り上げ、
尾崎の人物像に迫る。 

活 用 

関 連 



社会科公民的分野 
単元名：わたしたちの生活と文化 

本時の内容：くらしに生きる三重の伝統文化 

関連する箇所：伝統工芸（四日市萬古焼【P14】など） 

            年中行事（竈方行事【P58】など）       

 【本時のねらい】  

・身近な生活に見られる様々な文化に気付かせ、日 

 本の伝統と文化に関心を持たせるとともに、 

 主体的に伝統的な文化を継承し、新しい文化を創 

 造する態度を育てる。 

 



【活用のポイント】 
教科書に掲載されている全国的に有名なもの
と三重県の題材を対比させてみる。一つを詳
しく取り上げその美しさや卓越性に気付かせ
ることで郷土の文化に対する関心が高まり、
誇りをもつようになるきっかけともなる。 

教材「三重の文化」掲載の伝統文化 
【伝統工芸】 
四日市萬古焼（ｐ１４） 
鈴鹿墨（ｐ２７） 
伊勢型紙（ｐ２８） 
伊勢根付（ｐ５４） 
伊賀くみひも・伊賀焼（ｐ７３） 
【年中行事】 
竈方行事（ｐ５８） 
麻加江かんこ踊り（ｐ６４） 
松明調進行事（ｐ７７） 

活 用 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



理 科 

単元名：大地は語る      

本時の内容：大地の変化を推測しよう 

関連する箇所：月出の中央構造線【P41】 

 

【本時のねらい】  

・地層、地形などの観察を通じて、地表にみられる  

 様々な事物・現象を大地の変化と関連付けて理解 

 させ、大地の変化について認識を深める。 



【活用のポイント】 
教材「三重の文化」の図や写真を
拡大して黒板に掲示し注目させ、 
着眼点を示しながら説明する。 
 

活 用 



技術・家庭科（家庭分野） 
単元名：食生活と自立          

本時の内容：三重の食文化 

関連する箇所：三重のお雑煮【P93】 

       熊野灘とさんま寿司【P80】 
       押し寿司【P84】 

【本時のねらい】  

・地域で食べられている行事食や地域で作られてい  

 る食材について調べ、あらためて地域を見つめ直 

 す機会とし、ふる里のよさを再発見する。 

【本時のねらい】  

・地域で食べられている行事食や地域で作られてい  

 る食材について調べ、あらためて地域を見つめ直 

 す機会とし、ふる里のよさを再発見する。 



【活用のポイント】 
三重県内の特色ある文化を比較し、共通点や相違
点をあげ、その背景などを考察する。導入から展
開までを教材「三重の文化」で教材化できる。 

活 用 


